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と
品
質
管
理
を
テ
ー
マ
に
、

講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
・
交
流
パ
ー
テ
ィ
に

よ
る
「
医
薬
品
製
造
Ｄ
Ｘ
の

今
後
を
語
る
会
」「
医
薬
品

の
品
質
保
証
に
つ
い
て
考
え

る
会
」
の
２
テ
ー
マ
で
開
催

さ
れ
る
。

全
　
の
併
催
セ
ミ
ナ
ー
 

８０
５
コ
ー
ス
で
連
日
開
催

　
併
催
セ
ミ
ナ
ー
は
連
日
開

催
さ
れ
、
医
薬
・
化
粧
品
・

再
生
医
療
を
テ
ー
マ
に
、

「
生
産
・
製
造
・
品
質
保
証
」

「
医
療
Ｄ
Ｘ
」「
バ
イ
オ
医

薬
品
」「
医
薬
品
・
物
流
」「
再

生
医
療
・
細
胞
治
療
」「
新
製

品
・
新
技
術
」
の
５
つ
の
コ

ー
ス
別
に
全
　
講
演
が
開
催

８０

さ
れ
る
。

　
「
生
産
・
製
造
・
品
質
保

証
コ
ー
ス
」
で
は
、
Ｇ
Ｍ
Ｐ

人
材
育
成
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

の
品
質
課
題
、
連
続
生
産
な

ど
、
医
薬
品
の
製
造
・
品
質

管
理
向
け
注
目
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
す
る
。

　
　
日
　
時
か
ら
は
、
花
王

１３

１２

技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
の
須
貝

悟
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
セ
ミ
ナ
ー

「
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
リ
ニ
ア

が
創
り
だ
す
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
～
最
先
端

化
粧
品
生
産
シ
ス
テ
ム
の
実

装
～
」
が
開
催
さ
れ
る
。「
フ

ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
リ
ニ
ア
」
を

活
用
し
た
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

セ
ル
生
産
ラ
イ
ン
」
の
開
発

に
至
っ
た
背
景
か
ら
、
少
量

多
品
種
生
産
に
お
け
る
生
産

課
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。

　
ま
た
「
医
薬
品
・
物
流
コ

ー
ス
」
で
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
準
拠
し
た
共
同

輸
送
、
食
品
物
流
２
０
２
４

年
問
題
に
向
け
た
取
り
組
み

と
対
策
を
紹
介
す
る
。

Ｄ
―
Ｒ
ａ
ｐ
ｉ
ｄ

超
高
温
で
廃
棄
物
処
理

　
電
気
興
業
は
「
Ｄ
―
Ｒ
ａ

ｐ
ｉ
ｄ
（
超
高
温
加
熱
シ
ス

テ
ム
）
」
を
出
展
す
る
。

　
同
製
品
は
高
周
波
誘
導
加

熱
に
よ
る
短
時
間
昇
温
が
特

長
で
、
同
社
の
施
工
に
よ

り
、
多
用
途
に
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
が
可
能
だ
。
超
高
温
に
よ

る
廃
棄
物
処
理
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
実
現
に
も
貢
献
す
る
。

ま
た
、
誘
導
加
熱
の
原
理
に

よ
り
、
最
大
７
０
０
℃
の
超

高
温
過
熱
水
蒸
気
を
短
時
間

で
発
生
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
加
熱
処
理
が
可
能
だ
。
破

棄
物
の
重
量
削
減
や
リ
サ
イ

ク
ル
な
ど
、
廃
棄
コ
ス
ト
を

削
減
で
き
る
。

　
過
熱
水
蒸
気
と
は
、
水
蒸

気
（
約
１
０
０
℃
）
を
さ
ら

に
加
熱
し
て
温
度
を
上
げ
た

水
蒸
気
で
あ
り
、「
高
い
熱

量
（
通
常
の
熱
風
加
熱
の
約

　
倍
）」
、「
短
時
間
乾
燥
」
、

１０「
温
室
効
果
ガ
ス
発
生
の
抑

制
」
が
可
能
だ
。
利
点

と
し
て
高
温
の
殺
菌
・

滅
菌
処
理
、
効
率
の
良

い
乾
燥
処
理
、
品
質
劣

化
の
軽
減
が
あ
る
。

　
活
用
事
例
と
し
て

は
、
廃
棄
物
の
処
理
や

食
品
加
工
に
応
用
さ
れ

る
。
低
酸
素
雰
囲
気
に

よ
る
酸
化
防
止
に
も
活

用
可
能
で
、
例
え
ば
、

粉
物
（
米
ぬ
か
パ
ウ
ダ

ー
な
ど
）
の
殺
菌
に
も
活
用

で
き
る
。

　
「
Ｄ
―
Ｒ
ａ
ｐ
ｉ
ｄ
」は
、

同
社
の
主
要
事
業
の
一
つ
で

あ
る
、
自
動
車
部
品
の
加
工

に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る

高
周
波
誘
導
加
熱
の
技
術
を

用
い
て
開
発
さ
れ
た
。

　
今
後
の
展
開
と
し
て
、
超

高
温
過
熱
水
蒸
気
で
加
工
物

の
付
加
価
値
を
高
め
、
ま

た
、
暖
気
運
転
時
間
の
短
縮

に
よ
る
省
エ
ネ
効
果
で
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
に
貢
献
す
る

構
え
だ
。

　
キ
ー
エ
ン
ス
は
フ
ー
ド
テ

ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
に
、
微
生
物

検
査
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
検

査
フ
ロ
ー
を
改
善
す
る
高
精

度
自
動
コ
ロ
ニ
ー
カ
ウ
ン
タ

「
Ｂ
Ｃ
―
１
０
０
０
シ
リ
ー

ズ
」
を
展
示
し
、
実
機
に
よ

る
活
用
事
例
を
紹
介
す
る
。

　
食
品
衛
生
管
理
や
微
生
物

学
的
な
研
究
で
は
、
シ
ャ
ー

レ
上
の
コ
ロ
ニ
ー
（
微
生
物

の
集
落
）
を
目
視
で
数
え
る

が
、
同
製
品
に
よ
り
自
動
で

正
確
に
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
微
生
物
の
コ
ロ
ニ
ー

の
形
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
人
の

目
に
よ
る
カ
ウ
ン
ト
で
は
労

力
や
時
間
を
要
し
、
熟
練
度

や
就
労
度
に
よ
る
バ
ラ
つ
き

高
精
度
自
動
コ
ロ
ニ
ー
カ
ウ
ン
タ

１
秒
で
正
確
に
カ
ウ
ン
ト

も
生
じ
て
い
た
。
Ｂ
Ｃ
―
１

０
０
０
シ
リ
ー
ズ
は
こ
う
し

た
課
題
を
解
決
し
、
コ
ロ
ニ

ー
の
色
の
薄
さ
や
微
少
さ
、

混
入
物
な
ど
に
よ
る
誤
カ
ウ

ン
ト
を
わ
ず
か
１
秒
で
正
確

に
カ
ウ
ン
ト
す
る
。

　
計
測
す
る
サ
ン
プ
ル
は
、

菌
、
試
験
、
培
地
な
ど
に
対

応
し
、
オ
ー
ト
設
定
に
よ

り
、
目
視
と
近
い
条
件
を
自

動
で
セ
ッ
ト
す
る
業
界
初
の

機
能
を
搭
載
し
て
い
る
。
カ

ウ
ン
ト
結
果
は
瞬
時
に
デ
ー

タ
化
さ
れ
る
た
め
、
す
ぐ
に

次
の
カ
ウ
ン
ト
に
移
る
こ
と

が
で
き
、
作
業
時
間
も
短
縮

で
き
る
。

　
レ
ン
ズ
は
コ
ロ
ニ
ー
カ
ウ

ン
ト
用
に
開
発
さ
れ
た
高
精

度
レ
ン
ズ
で
、
光
学
顕
微
鏡

対
物
レ
ン
ズ
と
同
等
の
面
精

度
を
も
つ
。
ま
た
、
セ
ン
サ

ー
に
は
２
千
万
画
素
の
超
高

解
像
度
Ｃ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
を
搭
載

し
、
傾
向
分
析
機
能
搭
載
迅

速
モ
ー
ド
で
は
、
通
常
よ
り

短
い
培
養
時
間
で
も
長
時
間

培
養
し
た
場
合
と
近
い
結
果

が
得
ら
れ
る
。

　
各
種
容
器
に
合
わ
せ
た
専

用
ホ
ル
ダ
が
付
属
し
、
オ
プ

シ
ョ
ン
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
Ｂ

Ｃ
―
Ｈ
１
Ｍ
に
は
阻
止
円
計

測
用
の
基
準
 チ
ャ
ー
ト
が

付
属
し
、
社
内
の
定
期
管
理

用
に
利
用
で
き
る
。

Ｂ
Ｃ
―
１
０
０
０
シ
リ
ー
ズ

　
産
業
機
械
の
専
門
商
社
で

あ
る
伊
東
商
会
は
、
短
期
間

・
低
価
格
・
作
業
者
負
担
ゼ

ロ
で
は
じ
め
ら
れ
る
製
造
現

場
の
Ｄ
Ｘ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

「
Ｐ
ｒ
ｏ
Ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｅ
　

Ｃ
ｌ
ｏ
ｕ
ｄ
」（
Ｐ
ｒ
ｏ
Ｍ

ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｅ
社
）
の
デ
モ
展

示
や
、
パ
レ
タ
イ
ズ
に
必
要

な
機
器
や
設
備
が
す
べ
て
揃

っ
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
人
協
働
ロ

ボ
パ
レ
タ
イ
ザ
「
Ｃ
ｏ
ｂ
ｏ

製
造
現
場
の
負
担
を
軽
減

Ｃ
ｏ
ｂ
ｏ
Ｐ
ａ
ｌ
展
示

Ｐ
ａ
ｌ
」（
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｓ
）
を
出

展
す
る
。

　
「
Ｐ
ｒ
ｏ
Ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｅ

Ｃ
ｌ
ｏ
ｕ
ｄ
」は
、
生
産
量
、

稼
働
率
、
サ
イ
ク
ル
タ
イ
ム

な
ど
の
デ
ー
タ
を
各
設
備
か

ら
直
接
デ
ー
タ
を
収
集
し
、

「
見
え
る
化
」
す
る
こ
と
で

製
造
現
場
で
の
Ｑ
Ｃ
Ｄ
（
品

質
・
コ
ス
ト
・
納
期
）
を
強

化
す
る
。
伊
東
商
会
は
、
収

集
し
た
デ
ー
タ
の
見
方
・
分

析
方
法
な
ど
の
レ
ク
チ
ャ
ー

や
、
課
題
特
定
・
課
題
解
決

な
ど
、
導
入
か
ら
運
用
ま
で

サ
ポ
ー
ト
す
る
。
現
在
、
欧

州
を
中
心
に
３
０
０
社
以
上

の
導
入
実
績
が
あ
り
、　

年
２１

か
ら
は
ク
ラ
ウ
ド
版
の
販
売

が
開
始
さ
れ
、
日
本
で
も
導

入
が
進
ん
で
い
る
。

　
人
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
パ
レ
タ

イ
ザ
「
Ｃ
ｏ
ｂ
ｏ
Ｐ
ａ
ｌ
」

は
、
省
ス
ペ
ー
ス
で
の
パ
レ

タ
イ
ズ
作
業
の
自
動
化
・
省

人
化
を
実
現
す
る
。
最
大
　３０

㎏
の
高
可
搬
で
、
把
持
・
吸

着
ハ
ン
ド
な
ど
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
で
、
段
ボ
ー
ル
、
一

斗
缶
、
コ
ン
テ
ナ
、
紙
袋
な

ど
の
多
様
な
パ
レ
タ
イ
ズ
に

対
応
す
る
。「
Ｃ
ｏ
ｂ
ｏ
Ｐ

ａ
ｌ
２
」
は
５
つ
の
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
そ
の
中

で
も
「
Ｔ
ｏ
ｕ
ｃ
ｈ
」「
は
す

べ
て
の
操
作
を
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
で
行
え
る
こ
と
か
ら
、
不

慣
れ
な
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で
も

作
業
で
き
る
操
作
性
が
特
長

だ
。
顧
客
か
ら
は
「
作
業
者

の
身
体
的
・
心
理
的
な
負
担

が
減
り
、
積
み
直
し
ミ
ス
が

減
っ
た
」と
い
う
声
が
あ
り
、

食
品
・
医
療
化
粧
品
業
界
か

ら
３
０
０
件
以
上
の
引
き
合

い
実
績
が
あ
る
。

Ｃ
ｏ
ｂ
ｏ
Ｐ
ａ
ｌ

　
ト
ビ
ー
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

は
、
既
に
５
０
０
社
以
上
で

導
入
さ
れ
て
い
る
ウ
ェ
ア
ラ

ブ
ル
ア
イ
ト
ラ
ッ
カ
ー
「
Ｔ

ｏ
ｂ
ｉ
ｉ
　
Ｐ
ｒ
ｏ
グ
ラ
ス

３
」
を
出
展
す
る
。

　
ア
イ
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
（
視

線
追
跡
・
視
線
計
測
）
は
、

人
の
眼
球
の
場
所
と
向
き
を

測
る
生
体
計
測
技
術
で
、
無

意
識
・
無
自
覚
の
視
線
を
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
例

と
し
て
、
熟
練
作
業
者
が
同

製
品
を
装
着
し
て
、
抽
出
し

た
技
能
を
評
価
・
教
育
・
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
で
Ｄ

Ｘ
や
自
動
化
を
推
進
す
る
。

　
製
造
現
場
で
は
、
①
目
視

検
査
の
検
出
率
向
上
、
②
新

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
ア
イ
ト
ラ
ッ
カ
ー

導
入
５
０
０
社
以
上

人
教
育
期
間
の
短
縮
、
③
点

検
の
見
落
と
し
防
止
、
④
安

全
教
育
、
⑤
Ｄ
Ｘ
・
自
動
化

に
向
け
た
作
業
分
析
、
な
ど

の
分
野
で
活
用
さ
れ
て
い

る
。
特
に
製
造
現
場
で
は
、

初
心
者
と
熟
練
者
の
視
線
を

比
較
・
分
析
す
る
こ
と
で
、

熟
練
者
の
カ
ン
や
コ
ツ
を
見

え
る
化
し
、
技
術
の
伝
承
・

教
育
な
ど
の
用
途
で
導
入
さ

れ
て
い
る
。

　
医
療
業
界
で
は
、
目
視
検

査
や
機
械
操
作
な
ど
で
導
入

が
進
ん
で
い
る
。
教
育
・
研

修
期
間
の
短
縮
や
、
作
業
時

間
や
品
質
の
ば
ら
つ
き
の
軽

減
、
自
動
化
の
た
め
の
作
業

分
析
が
目
的
だ
。
顧
客
か
ら

は
「
目
視
検
査
で
作
業
者
が

ど
こ
を
見
て
時
間
が
か
か
る

か
分
か
っ
た
」「
作
業
の
精

度
や
効
率
が
向
上
し
、
新
人

育
成
に
有
効
だ
」
と
絶
賛
さ

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
同
製
品
は
会
場
で

実
機
が
展
示
さ
れ
、
来
場
者

は
実
際
に
装
着
し
て
そ
の
効

果
を
実
感
で
き
る
。

　
な
お
、
同
社
は
、
製
造
業

向
け
技
能
伝
承
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
や
、
製
造
Ｄ
Ｘ
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
調
査
設
計

か
ら
デ
ー
タ
取
得
、
デ
ー
タ

処
理
、
分
析
ま
で
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
で
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

も
展
開
し
て
い
る
。

　
安
川
電
機
は
２
月
　
日
、

２８

実
証
実
験
農
場
「
ゆ
め
フ
ァ

ー
ム
全
農
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
」
に
お

け
る
取
り
組
み
で
、
葉
か
き

率
が
７
割
程
度
と
一
定
の
成

果
が
出
た
た
め
、
本
格
的
な

現
地
導
入
フ
ェ
ー
ズ
へ
と
移

行
し
た
と
発
表
し
た
。
産
業

用
ロ
ボ
ッ
ト
を
生
産
す
る
同

社
は
、　

年
　
月
か
ら
全
国

１８

１２

農
業
協
同
組
合
連
合
会（
Ｊ
Ａ

全
農
）と
、畜
産
・
農
業
生
産
・

流
通
販
売
に
お
い
て
業
務
提

携
し
、「
き
ゅ
う
り
の
葉
か

き
作
業
」
の
自
動
化
実
証
な

ど
を
進
め
て
き
た
。「
日
本

の
発
展
と
日
本
の
食
と
農
の

国
際
競
争
力
の
強
化
に
貢
献

す
る
こ
と
」
が
目
的
だ
。

　
き
ゅ
う
り
の
葉
か
き
と

は
、
生
育
段
階
で
所
定
の
高

さ
よ
り
下
に
あ
る
光
合
成
能

力
が
低
く

な
る
こ
と

で
、
栄
養

を
奪
っ
て

し
ま
う
古

い
葉
を
取

る
作
業
。

き
ゅ
う
り

収
穫
の
前

工
程
で
、

以
前
か
ら

人
手
の
効

率
化
が
求

め
ら
れ
て

き
た
。

ー
シ
ョ
ン
技
術
を
応
用
す
る

こ
と
で
実
現
す
る
。
ま
た
、

新
た
な
事
業
モ
デ
ル
を
創
造

し
、
Ｊ
Ａ
全
農
と
連
携
し
て

日
本
農
業
の
発
展
と
食
の
安

定
供
給
を
進
め
る
こ
と
に
よ

る
社
会
貢
献
を
目
指
す
。

農
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い

く
。
　
同
社
は
農
業
現
場
に
お
け

る
労
働
力
減
少
と
い
う
課
題

解
決
策
と
し
て
、
農
業
現
場

の
自
動
化
に
向
け
て
、
こ
れ

ま
で
培
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
や
モ

向
け
た
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

の
作
り
込
み
を
進
め
る
。
ま

た
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、
施
設
園
芸
農
業
に
分
類

さ
れ
る
ト
マ
ト
や
ナ
ス
な

ど
、
他
の
作
物
へ
の
水
平
展

開
も
視
野
に
入
れ
、
Ｊ
Ａ
全

　
安
川
電
機
は
、
以
前
か
ら

培
っ
て
き
た
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ

ィ
ー
と
生
産
性
を
向
上
さ
せ

た
検
証
機
を
用
い
て
実
証
実

験
を
行
っ
て
き
た
。
夜
間
の

稼
働
も
含
め
、
人
手
に
代
替

す
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
効
果

を
確
認
し
、
並
行
し
て
き
ゅ

う
り
収
穫
の
自
動
化
も
研
究

中
だ
。

　
　
年
度
に
は
、
実
証
農
場

２４
で
さ
ら
な
る
性
能
の
向
上
に

　
高
機
能
樹
脂
の
総
合
加
工

メ
ー
カ
ー
中
興
化
成
工
業

は
、
フ
ッ
素
樹
脂
や
機
能
性

樹
脂
加
工
製
品
を
製
造
、
グ

ロ
ー
バ
ル
に
販
売
し
て
い

る
。
同
社
は
、
化
学
的
に
不

活
性
な
Ｐ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
を
多
孔
質

Ｐ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
多
孔
質
フ
ィ
ル
ム

電
線
ケ
ー
ブ
ル
用
途
も

化
し
、
フ
ィ
ル
ム
状
や
シ
ー

ト
状
、
チ
ュ
ー
ブ
状
に
加
工

し
た
多
孔
質
製
品
「
Ｃ
―
Ｐ

ｏ
ｒ
ｏ
ｕ
ｓ
雇
」
ブ
ラ
ン
ド

を
展
開
、
今
回
出
展
す
る
。

　
中
で
も
Ｓ
Ｅ
Ｆ
―
５
０
１

シ
リ
ー
ズ
は
、
バ
ッ
キ
ン
グ

材
と
し
て
、
強
度
の

あ
る
Ｐ
Ｅ
Ｔ
不
織
布

や
Ｐ
Ｅ
Ｔ
メ
ッ
シ
ュ

を
用
い
て
い
る
。
同

製
品
は
耐
薬
品
性
・

純
粋
性
・
柔
軟
性
が

高
い
こ
と
に
加
え
、

特
に
通
気
性
・
耐
水

性
能
に
優
れ
て
い
る

た
め
薬
剤
乾
燥
工
程

の
保
護
フ
ィ
ル
ム
と

し
て
異
物
の
混
入
や

薬
剤
の
飛
散
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
ま
た
、
ケ
ー
ス
内
の
内
圧

調
整
を
行
う
こ
と
が
可
能
な

た
め
、
薬
剤
保
管
容
器
用
の

フ
ィ
ル
タ
ー
に
適
し
て
い

る
。
他
に
も
同
社
の
多
孔
質

製
品
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
状

で
の
製
造
技
術
を
有
し
て
お

り
、
シ
ー
ル
加
工
、
打
ち
抜

き
加
工
、
以
外
に
も
、
ガ
ラ

ス
ク
ロ
ス
と
の
複
合
品
や
粘

着
剤
を
貼
り
合
わ
せ
た
テ
ー

プ
な
ど
、
他
素
材
と
組
み
合

わ
せ
た
製
品
を
提
供
し
て
い

る
。
　
こ
の
よ
う
に
「
Ｃ
―
Ｐ
ｏ

ｒ
ｏ
ｕ
ｓ
雇
」シ
リ
ー
ズ
は
、

お
客
様
の
課
題
に
沿
っ
た
製

品
が
提
供
で
き
る
よ
う
幅
広

い
形
状
で
の
規
格
品
を
製
造

し
、
エ
ア
ベ
ン
ト
、
ろ
過
フ

ィ
ル
タ
ー
、
保
温
材
、
断
熱

材
の
ほ
か
、
電
線
の
被
覆
や

ケ
ー
ブ
ル
の
保
護
と
し
て
の

用
途
で
も
採
用
さ
れ
て
い

る
。

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ッ
ク
ス
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
大
阪

開
催
　
周
年
記
念
企
画
も

１０

　
「
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ッ
ク
ス

Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
大
阪
」（
主
催


Ｒ
Ｘ
　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
）
が
３

月
　
日
～
　
日
に
イ
ン
テ
ッ

１３

１５

ク
ス
大
阪
（
大
阪
府
大
阪
市
）

で
開
催
さ
れ
る
。
同
展
示
会

は
、
西
日
本
最
大
級
の
医
療

・
化
粧
品
向
け
の
最
新
技
術

が
一
堂
に
会
し
、
原
液
、
分

析
機
器
、
製
造
設
備
、
包
装

関
連
、
物
流
、
受
託
サ
ー
ビ

ス
、
Ｄ
Ｘ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
、
２
５
０
社
以
上
の
あ

ら
ゆ
る
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
が

出
展
さ
れ
る
。
会
場
で
は
、

出
展
企
業
と
来
場
者
の
間
で

活
発
な
商
談
も
行
わ
れ
る
。

　
今
回
は
、「
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
ッ
ク
ス
 大
阪
―
【
医
薬

品
】【
化
粧
品
】
製
造
展
―
」

と
「
フ
ァ
ー
マ
ラ
ボ
Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ
大
阪
―
【
医
薬
品
】
研
究

・
開
発
展
―
」
の
２
展
構
成

で
、「
再
生
医
療
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

大
阪
」「
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
Ｗ

ｅ
ｅ
ｋ
大
阪
」「
ス
マ
ー
ト

レ
ス
ト
ラ
ン
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」
が

同
時
開
催
さ
れ
る
。

　
省
人
化
・
省
力
化
が
進
み
、

Ｆ
Ａ
・
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
が

著
し
い
三
品
産
業
に
注
目
が

集
ま
る
な
か
、
多
数
の
出
展

社
が
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
や
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
展
示
す

る
。
電
線
ケ
ー
ブ
ル
業
界
か

ら
は
、
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｓ
の
人
協
働

ロ
ボ
パ
レ
タ
イ
ザ
「
Ｃ
ｏ
ｂ

ｏ
Ｐ
ａ
ｌ
」
が
伊
東
商
会
ブ

ー
ス
で
展
示
さ
れ
る
。
ま

た
、
中
興
化
成
工
業
の
Ｐ
Ｔ

Ｆ
Ｅ
多
孔
質
フ
ィ
ル
ム
な

ど
、
電
線
や
ケ
ー
ブ
ル
の
被

覆
・
保
護
用
途
な
ど
、
電
線

材
料
に
も
注
目
が
集
ま
る
。

　
今
回
は
開
催
　
周
年
を
記

１０

念
し
て
、
特
別
企
画
が
実
施

さ
れ
る
。
医
薬
品
業
界
の
新

し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
を

生
む
場
と
し
て
、
製
造
Ｄ
Ｘ

昨
年
開
催
時
の
様
子

　
　
日
　
時
か
ら
は
、
農
林

１４

１４

水
産
省
新
事
業
・
食
品
産
業

部
食
品
流
通
課
長
の
藏
谷
恵

大
氏
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
「
物

流
２
０
２
４
年
問
題
と
食
品

産
業
」が
開
催
さ
れ
、
食
品
、

と
り
わ
け
農
産
物
の
物
流
効

率
化
に
向
け
た
現
在
の
取
り

組
み
や
、
今
後
の
課
題
に
つ

い
て
説
明
す
る
。

　
出
展
社
に
よ
る
新
製
品
・

新
技
術
セ
ミ
ナ
ー
は
、
展
示

会
特
設
会
場
で
開
催
さ
れ

る
。
ロ
ク
ス
テ
ッ
ク
・
ジ
ャ

パ
ン
の
「
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム

の
安
全
性
を
高
め
る
Ｒ
ｏ
ｘ

ｔ
ｅ
ｃ
配
線
・
配
管
貫
通
部

シ
ー
ル
」（
　
日
　
時
　
～

１４

１２

３０

　
時
）
で
は
、
配
線
や
配
管

１３貫
通
孔
の
密
閉
処
理
の
設
計

ポ
イ
ン
ト
や
気
密
性
を
維
持

す
る
た
め
の
安
全
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
紹
介
す
る
。

　
ま
た
、
ア
ズ
ビ
ル
の
「
医

薬
品
統
合
Ｍ
Ｅ
Ｓ
パ
ッ
ケ
ー

ジ
を
活
用
し
た
最
適
シ
ス
テ

ム
の
導
入
」（
　
日
　
時
　

１４

１３

２０

～
　
分
）
で
は
、
必
要
性
は

５０
認
知
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

導
入
へ
の
ハ
ー
ド
ル
は
依
然

高
い
Ｍ
Ｅ
Ｓ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を

活
用
し
た
確
実
な
シ
ス
テ
ム

導
入
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

　
な
お
、
６
月
　
日
～
　
日

２６

２８

に
は
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

で
東
京
展
が
開
催
さ
れ
る
。

医
薬
品
・
化
粧
品
の
研
究
・

製
造
関
連
で
は
、
日
本
最
大

の
専
門
技
術
展
と
な
る
。

Ｄ
―
Ｒ
ａ
ｐ
ｉ
ｄ

Ｔｏｂｉｉ Ｐｒｏグラス３

Ｃ
―
Ｐ
ｏ
ｒ
ｏ
ｕ
ｓ
™

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

農業用ロボット
安川電機

人手削減に向け実証実験

ワ
ー
の
４
社
で
の
地
熱
発
電

共
同
事
業
に
よ
る
発
電
所

は
、
山
葵
沢
地
熱
発
電
所

（
秋
田
県
湯
沢
市
）
に
続
き

２
カ
所
目
と
な
る
。
同
事
業

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金
属
鉱
物

資
源
機
構
か
ら
、
地
熱
資
源

開
発
資
金
債
務
保
証
事
業
と

し
て
支
援
を
受
け
て
い
る
。

県
八
幡
平
地
域
の
豊
富
な
地

熱
資
源
を
活
用
し
て
、
シ
ン

グ
ル
フ
ラ
ッ
シ
ュ
方
式
で
、

発
電
出
力
１
万
４
千
９
０
０

鯵
で
操
業
を
行
う
。
岩
手
県

に
お
い
て
、
発
電
出
力
１
万

鯵
を
超
え
る
地
熱
発
電
所
の

稼
働
は
　
年
ぶ
り
と
な
る
。

２８

発
電
さ
れ
た
電
力
の
全
量

は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

固
定
価
格
買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ

Ｔ
）
を
活
用
す
る
。

　
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
、
Ｍ
Ｍ

Ｃ
、
Ｍ
Ｇ
Ｃ
、
お
よ
び
Ｊ
パ

　
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
は
１

日
、
三
菱
ガ
ス
化
学
（
Ｍ
Ｇ

Ｃ
）
、
電
源
開
発
（
Ｊ
パ
ワ

ー
）
と
の
共
同
出
資
社
で
あ

る
安
比
（
あ
っ
ぴ
）
地
熱
が
、

安
比
地
熱
発
電
所
（
岩
手
県

八
幡
平
市
）
の
営
業
運
転
を

開
始
し
た
と
発
表
し
た
。

　
安
比
地
熱
発
電
所
は
、
標

高
約
１
千
１
３
０
ｍ
の
高
地

に
位
置
し
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量

抑
制
と
電
力
安
定
供
給
に
貢

献
す
る
た
め
、　

年
８
月
に

１９

建
設
が
は
じ
ま
っ
た
。
岩
手

安
比
地
熱
発
電
所
が
運
転
開
始

発
電
出
力
１
万
４
千
　kW

三菱マテ

安比地熱発電所全景

作業中のロボット
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